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解 答
問１□１

１０００ｇまでの間に，のびがほぼ一定になる部分が３カ所くらいあり，１４０ｇ～３４０ｇの間がのびが問２

もっとも大きくなっている。 あらかじめおもりをつるして，のびがほぼ一定になっている範囲内で，量問３

り取れるようにする。例えば，１４０ｇのおもりをあらかじめつるして，このときの輪ゴムの端に「０」の目盛り

をつける。３４０ｇまでの間は，２０ｇあたりほぼ１３ｍｍずつのびるので，６．５ｍｍごとに１０ｇの目盛りを

ふるとよい。

ア ウ イ□２ 問１ 問２ 問３

①や②のように，翼を閉じた状態でつり合ってしまい，羽ばたくことがない。問４

３□

平成１８年度 解答栄光学園中学校（理科）


